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2.研 究 のね らい ・目的
「水 循環 」 とい う自然科学 的な概念をキー ワー ドに して、東南ア ジアのモ ンスー ン林帯
(東北 タイ)と 熱帯 多雨林帯(ボ ルネオ)と い う生態環境がそれぞれ どの ような特徴 を持
ち、その ことがそ こに住む人 々の価値観 とどの ように関係 してい るかを、社会科学 的に明
らかにす ることが本 研究の 目的で ある。
3.平 成8年 度 研 究 経遇
平成8年8月30日 報 告書原稿締切
直 ちに全員の原稿を全員に送 付 して相互査読を行 う
平成8年9月30日 査 読結果締切
直 ちに著者 に査読結果を送付 し、改訂を行 う
平成8年10月15日 改訂原稿締切
平成8年10月30日 改訂原 稿のスタイルを整えて、総括班事務局へ送付
平成8年ll月30日 成果報 告書r水 循環か ら見た東南 アジア』 出版
平成9年2月15日 ～16日[於 松 山市 】 荻野班と合 同研究会
「地域 と生態環境」班の とりまとめ方を議論
本 年度 は研究 と りま とめの年であ り、昨年度 の本研 究班会議の 了解 に基づ き、8月30
日まで に班員全員 がそれぞれの研 究成果を と りまとめて、研究代表者 の柳 ま'で送付 した。
柳は送 られてきた原 稿をコ ピー して、研究班員全員 に送付 し、相互 の査 読を依頼 した。査
読結果 は9月30日 まで に柳 まで返 送された。返送 された査 読結 果を柳 は各 著者に送付 し
た。そ して各著者は10月15日までに最終原稿を柳まで返送 した。
柳は全員 の原稿のスタイルを統一 し、版 下原稿に整えた後、事務局 に送付 した。そ して、
この原稿 に基づ く本 研究班の成果報告書 はll月30日に出版された。
年が あけて2月 には松 山で、 「地域 と生態環境」に関わ る計画班1班 、公募班3班 の合
io
同研究会が開催 され、AO1班全体 の とりま とめ方針が議論 された。
以下、本年度 の各 自の研究成果 を述べる。
1)東 南 アジアの水循環
一 口に東南ア ジア と言 って も、その水 循環の実態は東北 タイな どモ ンスー ン林帯 とボル
ネオな ど熱帯雨林帯 では全 く異 なる。モ ンスー ン林帯 でははっきりと した雨季 と乾季が存
在 していて、乾 季には森林 は葉 を落 と して、 自らの水分を保持 しよ うと努 める。一方熱帯
雨林帯 は常 に雨 季で あ り、豊富 な降雨 は樹 高70mに も達す る森林を育 て、豊かな資源 に
満 ちた森を維持 している(柳)。
2)水 循環 と水 利用
モ ンスー ン林 帯に属す る東北 タイで水田農業 を営む人 々は、 この地 の水 循環の特性 に巧
みに対応 して、農 業生産性 を上 げる工夫を してきた。 それ はノング とい う降雨 を徹底 的に
利用す る土地利 用形式 であ り、降雨量の多寡に対応 して下 田か ら順次 上田に耕作 して い く
とい う稲 作方式 である。
しか し、彼 らも大規模 な洪水 には一切対応出来 ない(星 川)。
3)水 循環 と水 問題
東北タイの伝統 的な農業 システムは熱帯 サバ ナ気候下の水 循環特性 を巧 みに利用 して き
た。 しか し、山岳部か らの人 口流入および商品作物栽培の浸透をきっか けに、深刻な水問
題 が生 じてきた。この地域 の水循環 に重要 な役割を果たす森林 を破壊 し、農地 に変えた こ
とによ って、微 高地で の土壌侵食 と低地で の塩害が同時に顕在化 して しま った。植林 やア
グ ロフォレス トリーとい った積極的な対策 によって、早急 に農地の保全をはかる必 要があ
る(櫻 井)。
4)生 態環境 と社会環境
同 じ赤道 モ ンスー ン林帯 に属す る東北 タイと西ア フリカサバ ンナ帯は降水量 ・蒸発 散量
がほぼ等 しく、 さらに地形 ・土壌特性 もほぽ等 しいのに、両地域で行われている農 業形態
は全 く異 な って いる。東北 タイでは この地 の生態環境 に最 も適 した持続可能な水 田農 業が
中心であ るのに対 して 、西 アフ リカでは持続可能な農 業システムが成立 していない。 この
相違の基本的 な要 因は西 アフ リカが過去500年以 上奴隷 貿易 と植民地支 配を受けて きて、
社 会及び農業の基盤整備が十分には行 われ なか った ことが上 げ られ る。
本 来な らその地域の生態環境 に最 もふ さわ しい農業生産様式が選ば れるはずであるが、
奴隷 貿易 ・植民地化な ど社会環境が過酷 な場合 は、人 々は本来の生態環境 に最 もふ さわ し
い生産様 式を取 ることが不可能にな るとい う好例を見 たわけである(若 月)。
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5)モ ンス ーン林 と熱帯雨林
以 上の よ うなモ ンスー ン林帯 の地域特性 と比較 して、1年 を通 じて豊か な降雨があ り、
熱帯 雨林 が発達 したボル ネオの人 々は主に香木 やツバ メの巣な どとい った熱帯雨林 の産物
を収穫 し、川を使 って、それを河 口の貿易港に運ぷ という形で、水 と関わ ってきた。
しか し近 年、河 口域 のマ ングローブ林をエ ビ池 に変換 しすぎて、今 まで豊 かな富 を与え
て くれて きた熱帯雨林 の価値そ のものを減 少させて いるとい うような環境 問題 も発生 して
きて いる(山 田)。
以 上の研 究成果 か ら我 々は、東南ア ジアの人 々が基本的 にはその地 域の水循環特性 を熟
知 していて、その水 循環特性 に最 もふ さわ しい形 で、利用可能な水 を最大 限利用 して暮 ら
して きてい る状況 を把握 出来た。 しか し、一方 で近年の様 々な社会環 境の変化 が、 このよ
うに生態環境にの っとった東南 アジアの人 々の暮 らし方を圧迫 し、良 くない状態 に変えつ
つあ る現況 も把握 出来 た。
我 々が彼 らに対 して な し得る ことは、基本的にはその地 域の水循環 の特性にの っと って、
彼 らがその地域 で水 を最大 限利用 出来 るよ うな生態環境を保全 、復元す るこ とを手助 けす
るこ とで はないだろ うか。
我 々が東 南ア ジアや西 アフ リカの人 々と助け合 って、今後の世界を持続可能な世界 と し
て維持 してい くためには、各地域での基本 的な水循環特性の定 量的 な把握、生態環境特性
の把 握が その認識 、行動 の基礎 に置かれなけれ ばな らない とい うことである。
4.研 究 の成果 と フ ロ ンテ ィア
今年度 の研究成果 として は 「水循環」 とい う自然科学の言葉 をキ ー ワー ドに して、東北
タイ、西 ア フリカ、ボルネオ という3つ の地理的 には異 な った地域が ひとつの視 点か ら認
識 され、それぞれの地域特性を互いに比較 検討 出来た ことであろう。 しか し、 この認識は
ある程度 、現在 を定常 的な状態 と しての検 討に基づ くものである。実 際の東南 アジアの社
会状 況は急速に変貌 して お り、 その変化をきちん と捉えないと、正確 な社会認識 もで きな
い ことが指摘 された。
例 えば、東北タイの水文 資料か ら、降雨、流 出、蒸発散、貯 留水等 の水循環諸過程の時
間的、空間的な変 動様相 の推定 を行 った結 果、東北 タイに限 って見て も水循環の変動 は大
きく、 とくに降雨量の年毎の変動が大 きい こと、水貯留が地域の地形 に大 きく影響 されて、
これ らが水利用 と密接に関わ っていることが明 らかにな った。
一方、ボルネオは大 きな島で 、資源が豊かで、その資源 が川 と海を通 して 、世界 に広 く
iz
行 き渡 っている。世界 中ど こを探 して もこのよ うな豊かな島はな く、経 済的に も東南 ア ジ
アを中心 と して、 もっとも活発 な活動が行 われて いて、 この活性は続 くことが予想 され る。
しか し、ボル ネオ の豊か な資源量 も少 しずつ先が見えてきて、そのため植林や海外投 資の
話 もでて きている。 これか ら如何 にうま く資源経済を循環 させてい くかが ボルネオの 問題
であろ う。
以上 のよ うな、 自然科学 的な知見を もとに した様 々な議 論が 、この研究班の フロンティ
アで ある、"自 然科学の キーワー ドを もとに社会科学の現象 を明 らかにす る"と い うこと、
す なわち、新 たな地域認識 の方法 とどのよ うにつなが ってい くのか は、残念なが らい まひ
とっ 明瞭には出来なか った。
その ことは今後の それぞれの研究の課題 と したい。
5.今 後 の課題
この2年 間の研究で、水循環 とい う語句 をキー ワー ドに して、東 北タイ、西 アフ リカ、
ボル ネオ の生態環境 の特色 をあ る程度明 らか に出来た。
今後 、モ ンスー ン地域を対象 と して、降雨過程を規定す るモ ンスーンの特性、流 出、水
貯留、蒸発散等 に大 きな影響を与え る地形、土壌特性を統 合す る時間的、空間的解 析を行
って い く予定で ある。
また東南 アジア、西 アフ リカにおける水 田、畑作農業 における養分 収支に関す る基礎 デ
ータを得て、洪水、干ばつ により塩害や侵食が どの程度影響を受 けるかを調査 したい と考
えて いる。
一方 、ボルネオは現在急速に変わ りつつ ある。その変化 の速 さは1年 に1回 の割合 で現
地 に出か けて調査 していたのでは間に合わな くな るくらい急速 なものである。 したが って、
今後 は長期 に滞在 して調査 しない と、その変化を明 らかに は出来ないだろ う。 と りわけ国
立公 園やエコツー リズムに より、 山の中に住む少数 民族の生活が変わ ってきている。 その
変容過程 をきちん と記録す る必 要があるだ ろう。さ らに、 ボルネオの特色 をよ り明 らか に
す るために も、湿潤地帯 とは異なる生態系、例えば、乾燥砂漠地帯 、北方林 、サバ ンナ帯
との比較調査が必要で ある。 この ような異質地域 とボルネオを比較す る ことによ り、 よ り
大きな ワクの中で東南 アジアの生態的位置づ けを明確にす る事が 出来 るであ ろう。
以上 のよ うな研究を班員それぞれが今後 それぞれ のスタイル と予算 で継続 して い くこと
によ り、またいつか、今回のよ うな学際的研究組織を編成 して 、 「地域 とは何か」 とい う
問題 を議論出来 る日に備えたい と考 えてい る。
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6.研 究業績(平 成8年 度発衰分)
柳 哲雄
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